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12
月
８
日
開
会
。

　

大
井
地
区
の
町
道
北
岸
線

崩
壊
現
場
を
巡
視
後
、
所
管

す
る
議
案
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

○  

一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

１
７
４
５
万
６
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
88
億

６
８
１
９
万
円
と
す
る
。

総
務
費

・
備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
［
４
６
０
万
円
］

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
海
南
庁
舎
大
会
議
室
の

音
響
設
備
２
５
０
万
円
、
出

納
課
の
自
動
釣
銭
機
購
入
に

２
１
０
万
円
。

そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

橋
本　
　

朗

　

海
陽
町
議
会
で
は
総
務
産
業
建
設
、
文
教
厚
生
の
２

常
任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
か
ら
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
活
発
に
審
議
・
調
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
か
ら
要
旨
を
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

鞆
奥
漁
港
の
改

修
事
業
は
い
つ
ま
で
か
。

　
　

県
に
よ
り
令
和
８
年
に

完
了
予
定
。

商
工
費

・
ふ
る
さ
と
食
材
魅
力
発
掘

事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
［
２
０
０
万
円
］

　

地
元
食
材
を
使
っ
た
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う
。
地
産

地
消
の
推
進
と
飲
食
業
界
の

活
性
化
を
図
る
。

　
　
　
　
　

料
理
コ
ン
テ
ス

ト
の
事
業
内
容
は
。

　
　

商
工
会
が
1
月
中
旬
か

ら
２
月
中
旬
に
行
う
予
定
。

賞
を
も
ら
っ
た
料
理
に
つ
い

て
は
町
内
飲
食
店
で
の
メ

ニ
ュ
ー
に
採
用
し
て
も
ら
う

計
画
。

消
防
費

・
津
波
対
策
計
画
改
訂
支
援

業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
［
６
５
０
万
円
］

　

津
波
避
難
計
画
の
改
訂
を

行
い
、
詳
細
な
デ
ー
タ
を
元

に
、
よ
り
細
か
く
地
域
ご
と

の
津
波
影
響
時
間
を
考
慮

し
、
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面

と
も
、
き
め
細
や
か
な
防
災

対
策
に
役
立
て
る
。

公
債
費

・
地
方
債
元
金
償
還
金

　
　
［
１
億
２
１
０
９
万
円
］

　

平
成
22
年
度
に
借
入
し

た
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
繰

上
償
還
す
る
。

○ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算・
町
道
焼
尾
線
配
水
管
布
設

工
事　
　
　
［
４
４
０
万
円
］

　

谷
水
を
給
水
し
て
い
た
個

人
宅
か
ら
大
腸
菌
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
、
上
水
道

へ
の
加
入
。

　

町
水
道
認
可
区
域
内
で
あ

り
、
住
宅
造
成
地
を
除
く
既

存
住
宅
で
、
対
象
住
宅
件
数

３
軒
以
上
で
あ
る
た
め
。

　
　
　
　
　

今
後
同
じ
よ
う

な
申
出
が
あ
っ
た
時
の
対
応

は
。

　
　

町
長
か
ら
「
旧
町
の
施

策
、
事
情
も
あ
る
が
、
新
し

い
海
陽
町
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

○　

委
員
か
ら
、
角
坂
山
村

広
場
の
遊
具
の
修
理
に
つ
い
て
。

　

遊
具
の
点
検
を
行
っ
た
。

大
き
い
遊
具
は
修
繕
が
高
額

に
な
る
た
め
、
使
用
頻
度
等

も
考
慮
し
、
撤
去
も
含
め
地

元
と
相
談
し
て
い
く
。

○　

商
工
観
光
課
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
で
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
状
況
報

告
。
60
％
の
方
が
購
入
し
、

売
上
額
は
、
２
億
６
２
５
４

万
円
。
購
入
さ
れ
た
94
％
の

方
が
使
用
済
み
。

○　

農
林
水
産
課
よ
り
、
南

部
地
域
原
木
流
通
緊
急
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
９
月
に
予

算
計
上
し
た
が
、
海
外
へ
の

輸
出
が
再
開
し
、
滞
留
原
木

が
解
消
さ
れ
、
現
在
予
算
の

執
行
は
な
い
。

委

員

長

報

告

農
林
水
産
業
費

・
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業

補
助
金　
　
［
１
５
０
万
円
］

　

新
規
就
農
者
1
名
分
の
追

加
計
上
。（
全
額
国
費
）

　
　
　
　
　

今
年
度
の
新
規

就
農
者
の
状
況
は
。

　
　

２
名
の
新
規
就
農
者
が

あ
り
、
キ
ュ
ウ
リ
タ
ウ
ン
と

そ
れ
以
外
の
農
家
で
町
内
の

方
で
あ
る
。

・
林
業
工
事
請
負
費 

　
　
　
　
　
［
２
６
０
万
円
］

　

森
林
環
境
譲
与
税
事
業
で

実
施
す
る
保
育
間
伐
事
業
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
分
の
追
加
予
算
。

・
水
産
業
関
係
団
体
振
興
補

助
金　
　
　
［
１
０
０
万
円
］

　

宍
喰
漁
協
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
更
新
事
業
補
助
金
。

・
県
営
漁
港
改
修
事
業
負
担

金　
　
　
［
２
８
０
０
万
円
］

　

鞆
奥
漁
港
の
負
担
金
で
事

業
費
２
億
円
、負
担
率
は
14
％
。

予
算
関
係

そ
の
他

答

答

町道北岸線の被災箇所を巡視

答

答

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問

委
員
の
問
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主

な

事

業

２
０
０
万
円

1570万円

世 界初の本格営業運行に
向けて、町を挙げた機

運醸成、情報発信の強化が大
変重要となっています。その
ため、町職員によるプロジェ
クトチームを設置し、様々な
ＰＲ活動を展開します。

選 挙の投開票時の感染予防や、
速さと正確性を求め、機器類

を整備します。

　・投票用紙自動交付機　20 台
　・開票集計システム　　１式
　・投票用紙読取分類機　１式
　・飛沫防止パーティション等消耗品

高架を試験走行するＤＭＶ

全国に誇る阿波尾鶏

DMV機運醸成事業
1200万円

ふ
る
さ
と
食
材

魅
力
発
掘
事
業

補
助
金

世界初をＰＲします

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
地
産
地
消
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

地
元
の
生
産
者
や
飲
食
店
を
応

援
す
る
た
め
、
商
工
会
が
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。
地
産
地
消
の
推
進
と
飲
食
業
界
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

感染予防と
正確・スピードを
求め

選挙関連
備品購入費 ※ 

地
元
食
材

　

①
阿
波
尾
鶏　
　
　
　
　

③
魚
介
類

　

②
郷
土
料
理（
寿
司
等
）　

④
野
菜
・
果
実

最 も身近な利用者である海部高校生
に、鉄道の利用促進と路線を維持し

ていくための施策や環境整備について、意
見やアイデアを募り「阿波海南駅前交流館」
の環境充実を図ります。

鉄道利用促進事業

阿波海南駅前交流館

90万円
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海部小学校（タブレット授業）の巡視

委

員

長

報

告

　

12
月
７
日
開
会
。初
め
に
、

海
部
小
学
校
の
巡
視
を
行
い
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
の
授
業

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
大
型
テ
レ

ビ
を
利
用
し
た
授
業
の
様
子

を
視
察
。
児
童
達
の
熱
心
な

授
業
、
ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

器
用
に
操
作
し
て
い
る
の
を

見
て
、
非
常
に
感
心
し
た
。

そ
の
後
、
所
管
す
る
議
案
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

 

○　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　

介
護
保
険
並
び
に
後
期
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

文
言
を
整
理
。

○　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し

を
踏
ま
え
た
条
例
の
改
正
。

○　

指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
実
績
に
よ
る
減
額
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
、
町

の
職
員
や
教
員
に
つ
い
て
は

対
象
外
と
し
て
い
る
が
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

は
対
象
と
し
、
間
口
を
広
げ

た
ら
ど
う
か
。

　
　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

・
共
楽
運
動
会
助
成
金

　
　
　
　
［
△
２
３
４
万
円
］

  

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
運
動

会
中
止
に
よ
り
減
額
。

◯　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

・
療
養
給
付
費

　
　
　
　
［
８
７
２
１
万
円
］

　

当
初
見
込
み
よ
り
医
療
費

が
増
え
て
お
り
、
予
算
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
に
追
加

補
正
。

◯　

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

・
介
護
報
酬
改
定
等
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　
　
　
　
　
［
１
７
０
万
円
］

◯　

海
南
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算

・
端
末
機
器
購
入
及
び
シ
ス

テ
ム
改
修
費

　
　
　
　
　
［
２
１
３
万
円
］

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

よ
う
に
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
資
格
確
認
が
開
始
さ

れ
る
こ
と
に
伴
う
機
器
の
導

入
や
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
機
能

が
追
加
さ
れ
る
と
、
従
来
の

保
険
証
は
発
行
さ
れ
な
い
の

か
。

　
　

令
和
３
年
３
月
ス
タ
ー

ト
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定

で
あ
る
。
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
は
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
に
な
る
。
登

録
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
健
康
保
険
証

を
提
示
す
る
よ
う
に
な
る
。

医
療
機
関
で
は
、
情
報
を
読

み
取
る
装
置
の
設
置
が
さ
れ

て
い
る
病
院
等
で
保
険
証
と

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

省
令
の
改
正
に
よ
る
文
言

を
整
理
し
改
正
。

◯　

一
般
会
計
補
正
予
算

総
務
費

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
促
進
事
業　
　
［
50
万
円
］

　

カ
ー
ド
取
得
し
た
方
に

１
０
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
交
付
。
当
初
３
０
０
０

人
分
を
見
込
む
が
、
11
月
末

現
在
で
約
２
６
０
０
人
が
申

請
。
不
足
が
予
測
さ
れ
る
た

め
５
０
０
人
分
を
増
額
す

る
。

教
育
費

・
教
育
総
務
備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
［
47
万
円
］

　

障
害
の
あ
る
児
童
の
支
援

シ
ス
テ
ム
購
入
。

・
奨
学
金
支
援
事
業
助
成
金

　
　
　
　
［
△
１
６
８
万
円
］

　

お
か
え
Re
タ
ー
ン
奨
学
金

条
例
関
係

予
算
関
係

委
員
長　

叶
岡　
　

徹

委
員
の
問

委
員
の
問

答

答

し
て
利
用
で
き
る
。

　
　
　
　
　

成
人
式
は
行
う

の
か
。

　
　

全
国
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
状
況
や
、
県
内

に
お
け
る
開
催
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

な
お
、
状
況
に
よ
っ
て
は
延

期
や
参
加
の
際
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
必
要
性
や
補
助
な
ど
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

海部小学校（大型テレビ使用の授業）の巡視

委
員
の
問

答そ
の
他
主
な
事
業
は
、

左
の
ペ
ー
ジ
に
特
集
し

て
い
ま
す
。
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主

な

事

業

令 和３年３月より、マイナンバーカードが健康保
険証として利用できるようにな

ります。海南病院では、その対応のため、
端末機器の購入やシステム
の改修を行います。
 ※　11 ページの議案審議

（Ｑ６）に関連項目あり。

避 妊去勢手術助成金として、当初予算100頭分に50頭
分を追加します。

　手術料を助成することで、飼い主のいない猫の繁殖抑
制をします。

文 化村がＤＭＶの始発駅となる
ことから、各館の利便性の向

上と活性化を図るため、各トイレの
温水洗浄便座などを取り替えます。
 ※　事業内容
　　　温水洗浄便座　20 台、
　　　ベビーシート ･ ベビーチェア
　　　各１台

耳先カットは手術済みの目印

飼い主のいない猫のために

海南病院の機器購入・
システム改修費

動物愛護管理適正化
推進補助金

海南文化村
活性化事業

50万円

213万円

380万円

保険証として利用できるように

◆ 文化村のトイレ改修計画◆

【三幸館】
男１　女１

ベビーシート １
ベビーチェア １

【工芸館】
男１　女１

【博物館】
男１　女１
多目的１【いきいき館】

男１　女２

【文化館 ③】
男１　女２

【文化館 ②】
男１　女１

【文化館 ①】
男１　女４

ＤＭＶ始発駅として来場者を歓迎します
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２
月
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
だ

が
、
第
３
波
の
感
染
拡
大
が

起
こ
っ
て
い
る
。
住
民
の
不

安
解
消
に
向
け
て
、
再
度
気

を
引
き
締
め
て
備
え
て
い
き

た
い
。

　

11
月
24
日
に
第
６
回
海
南

病
院
改
革
検
討
委
員
会
が
行

わ
れ
、
今
年
度
か
ら
３
年
間

の
「
改
革
計
画
」
を
取
り
ま

と
め
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の

計
画
を
「
町
と
し
て
の
改
革

計
画
」
に
位
置
づ
け
、
皆
様

方
の
お
力
も
お
貸
し
い
た
だ

き
、
挙
町
一
致
で
取
り
組

み
「
海
南
病
院
は
変
わ
っ

た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
ま
た
病
院
と
し
て
残

し
、
共
に
育
て
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。

　

11
月
16
日
か
ら
20
日
に
か

け
て
、
海
部
野
根
道
路
の
関

係
す
る
方
に
、
国
土
交
通
省

気
を
引
き
締
め
、着
実
に
前
進

か
ら
設
計
説
明
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
後
も
「
命
の
道
」

の
早
期
整
備
を
図
っ
て
ま
い

る
。

　

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

今
後
、
飛
躍
的
に
進
ん
で
い

く
と
予
測
さ
れ
る
。
将
来
的

に
は
全
庁
的
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
て
い
き
、
住
民
の
利

便
性
を
第
一
に
考
え
、
職
員

の
業
務
効
率
化
、
さ
ら
な
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

８
月
２
日
時
点
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
者
が
県

内
21
番
目
で
あ
っ
た
海
陽
町

が
、
11
月
22
日
現
在
で
申
込

者
数
28
％
、
県
内
で
上
位
５

番
目
で
、
伸
び
率
は
一
位
と

な
っ
て
い
る
。
４
月
か
ら
は

保
険
証
と
し
て
も
使
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
住
民
の
利

便
性
向
上
の
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
上
積
み
を
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

今
年
度
よ
り
公
共
工
事
の

平
準
化
を
目
指
し
、
４
月
か

町
長
　
三
浦
　
茂
貴

ら
７
月
ま
で
の
閑
散
期
に
工

事
が
出
せ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
今
回
12
月
に
一

部
事
業
に
つ
い
て
繰
越
承
認

い
た
だ
き
入
札
を
行
う
。
他

に
も
工
期
を
長
く
取
っ
た

り
、
設
計
を
前
年
度
末
に
し

て
、
年
度
初
め
に
工
事
を
発

注
す
る
な
ど
、
平
準
化
に
向

け
工
夫
し
て
ま
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
11
月

末
現
在
で
１
９
３
３
件
、
４

４
４
１
万
円
と
前
年
度
の
１

７
１
％
の
寄
付
が
集
ま
っ
て

い
る
。
目
標
額
１
億
円
を
達

成
す
れ
ば
、
返
礼
品
に
よ
り

海
陽
町
の
産
業
に
３
０
０
０

万
円
の
恩
恵
が
も
た
ら
さ

れ
、
町
に
も
５
０
０
０
万
円

の
収
入
、
さ
ら
に
は
大
き
な

Ｐ
Ｒ
効
果
も
見
込
め
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
が
地
場
産
業
に

恒
久
的
な
収
入
に
な
る
よ
う

に
、
新
た
な
納
税
者
獲
得
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
導
入
事
業
関
連
に

つ
い
て
、
路
線
の
工
事
に
入

る
た
め
、
12
月
１
日
か
ら
は

代
替
え
バ
ス
で
運
行
し
て 

い
る
。
ま
た
、
線
路
上
で
は

開
催
し
、
竹
あ
か
り
と
合
わ

せ
両
日
で
計
４
５
０
人
の
集

客
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

も
考
え
る
こ
と
を
止
め
ず
、

様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
。

　

令
和
元
年
度
の
特
定
検

診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診

率
で
海
陽
町
が
２
年
連
続
県

下
一
位
に
輝
い
た
。
病
気
の

重
症
化
の
予
防
に
非
常
に
効

 阿佐鉄さよなら勇退イベント（海部駅 11月30日）

果
が
出
て
お
り
、
毎
年
約
２

０
０
０
万
円
も
の
医
療
費
の

削
減
や
国
の
保
険
努
力
支
援

制
度
で
の
得
点
加
算
に
も
な

る
。

　

11
月
、
海
部
公
民
館
１
階

に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究

ス
ペ
ー
ス
」
が
開
設
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
海
外
と
繋
ぎ
、

生
の
英
語
を
や
り
取
り
す
る

機
会
を
作
っ
て
い
く
。
ま
た
、

「
住
み
良
い
町
の実

現
」

「
は
ぐ
く
む
ま
ち
の

実
現
」

「
に
ぎ
わ
う
ま
ち
の

実
現
」

今
年
度
か
ら
学
習
意
欲
向
上

を
目
的
に
２
級
以
下
の
英
検

一
次
試
験
を
年
１
回
は
海
陽

町
内
で
受
け
ら
れ
、「
海
部

高
校
の
英
語
通
信
シ
ス
テ

ム
」
を
中
学
生
も
利
用
で
き

る
な
ど
充
実
し
て
き
て
い

る
。「
海
陽
町
の
中
学
校
を

卒
業
す
れ
ば
英
語
が
喋
れ

る
」
と
い
う
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

ホ
ー
ム
の
工
事
と
運
転
保
安

シ
ス
テ
ム
の
設
置
や
性
能
試

験
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
今
後
、
役
場
内
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
町
内
の
機
運
醸
成
も

図
っ
て
い
く
。

　

11
月
１
日
よ
り
第
13
回
の

海
部
川
風
流
マ
ラ
ソ
ン
、
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
の
エ
ン
ト
リ

ー
を
開
始
。
11
月
24
日
現
在

で
４
６
４
件
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
。
今
回
は
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
い
う
こ
と

で
、
２
月
１
日
か
ら
21
日
ま

で
の
３
週
間
で
ト
ー
タ
ル

４
２
・
１
９
５
㎞
を
走
れ
ば

完
走
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

10
月
31
日
と
11
月
14
日
に

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
を

行

政

報

告
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議
案
審
議
の
ま
と
め

第
４
回
定
例
会

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
開
会
、
町
長

よ
り
10
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
12
月

10
日
に
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

条
例
関
係

・
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
） 

２
億
１
７
４
６
万
円
⬅

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

 
 

８
７
２
１
万
円
⬅

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

18
万
円
⬅

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

１
７
０
万
円
⬅

・
宍
喰
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

 
 

［
繰
越
明
許
費　

３
４
０
０
万
円
］

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
） 

４
４
０
万
円
⬅

・
海
南
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）  

２
１
３
万
円
⬅

要
望
関
係

○　

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情 

［
継
続
審
査
］

○　

公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
る
適
正
賃
金
・
労
働
条
件
の
確
保

と
地
域
経
済
の
振
興
を
求
め
る
陳
情 

［
継
続
審
査
］

○　

電
気
設
備
工
事
・
管
設
備
工
事
の
分
離
発
注
推
進
の
お
願
い

 
 

［
継
続
審
査
］

○　

家
族
従
事
者
の
働
き
分
を
認
め
な
い
所
得
税
法
第
56
条
の

廃
止
を
求
め
る
要
望 

［
継
続
審
査
］

○　

令
和
３
年
度
理
科
教
育
設
備
整
備
費
等
補
助
金
予
算
計
上

に
つ
い
て
の
お
願
い 

［
継
続
審
査
］

○　

安
心
・
安
全
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情 

［
継
続
審
査
］

○　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
保
険

と
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
陳
情 

［
不 

採 

択
］

○　

す
べ
て
の
医
科
・
歯
科
に
対
す
る
財
政
措
置
を
求
め
る
陳
情

 
 

［
不 

採 

択
］

○　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
も
と
で
の
生
活
保
護
の
迅
速
な
対
応

を
求
め
る
陳
情 

［
不 

採 

択
］

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

第
５
回
臨
時
会

　

第
５
回
臨
時
会
は
、
10
月
28
日
開
会
、
次
の
議
案
等
が
提

出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

■ 

議
案
の
審
議 

■

契
約
関
係

・
小
中
学
校
体
育
館
移
動
式
エ
ア
コ
ン
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
　

契
約
金
額　

１
７
５
９
万
円

　
　

契
約
相
手　
（
有
）メ
ン
テ
ナ
ン
ス
創
美

　
　

納　
　

期　

令
和
２
年
10
月
29
日
～
令
和
３
年
２
月
28
日

予
算
関
係

・
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
） 

５
３
９
４
万
円
⬅

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 

３
５
０
０
万
円
⬅

⬅　

増
額

⇨　

減
額

注釈

歳　入 12月補正 補正後 構成比率
町 税 0 6億4,508万円 7.3
地 方 譲 与 税 0 1億2,770万円 1.4
利 子 割 交 付 金 0 40万円 0.0
配 当 割 交 付 金 0 370万円 0.0
株式等譲渡所得割交付金 0 210万円 0.0
法人事業税交付金 0 260万円 0.0
地方消費税交付金 0 1億4,660万円 1.7
環境性能割交付金 0 430万円 0.1
地方特例交付金 0 90万円 0.0
地 方 交 付 税 1億4,454万3千円 37億6,884万4千円 42.5
交通安全対策特別交付金 0 70万円 0.0
分 担 金・ 負 担 金 161万2千円 6,627万9千円 0.8
使 用 料・ 手 数 料 0 6,227万7千円 0.7
国 庫 支 出 金 2億9,421万7千円 17億3,569万9千円 19.6
県 支 出 金 281万9千円 6億901万2千円 6.9
財 産 収 入 0 4,479万5千円 0.5
寄 附 金 0 70万円 0.0
繰 入 金 △2億7,241万円 7億7,416万6千円 8.7
繰 越 金 0 8,119万9千円 0.9
諸 収 入 537万5千円 1億4,843万5千円 1.7
町 債 4,130万円 6億4,270万4千円 7.2
合 計 2億1,745万6千円 88億6,819万円 100.0

12月補正予算後の
歳入歳出予算

歳　出 12月補正 補正後 構成比率
議 会 費 0 7,058万1千円 0.8
総 務 費 1,862万5千円 19億3,436万4千円 21.8
民 生 費 1,374万2千円 17億7,509万9千円 20.0
衛 生 費 202万1千円 7億5,472万1千円 8.5
農 林 水 産 業 費 3,810万3千円 7億2,864万7千円 8.2
商 工 費 640万円 5億1,634万5千円 5.8
土 木 費 1,603万9千円 7億8,169万9千円 8.8
消 防 費 526万4千円 4億8,124万2千円 5.4
教 育 費 85万3千円 7億9,863万1千円 9.0
災 害 復 旧 費 0 9,160万円 1.1
公 債 費 1億2,108万9千円 9億1,068万5千円 10.3
諸 支 出 金 △468万円 1,051万8千円 0.1
予 備 費 0 1,405万8千円 0.2
合 計 2億1,745万6千円 88億6,819万円 100.0
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議

会

の

う

ご

き

海部美化センターの改築に係る要望書

海部郡衛生処理事務組合のゴミ処理施設「海部美化センター」  牟岐町大字内妻

※海部美化センターの老朽化に伴う改築については、事業の早期
推進のため、牟岐町議会へ要望書を提出いたしました。
　なお、美波町議会も同日、同内容の要望書を提出しております。

　
牟
岐
町
議
会
議
長
　
様

　

海
部
郡
３
町
で
管
理
運
営
す
る
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設「
海

部
美
化
セ
ン
タ
ー
」は
、
昭
和
54
年
に
建
設
さ
れ
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
早
期
の
改
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

  

改
築
に
つ
い
て
は
、
町
村
合
併
前
の
海
部
郡
６
町
が「
平
成

21
年
ま
で
に
牟
岐
町
以
外
で
、
新
た
な
ゴ
ミ
焼
却
場
の
建
設

計
画
を
作
る
」と
い
う
合
意
書
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

貴
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
に
現
地
改
築
の
反

対
決
議
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
議
会
に
お
い
て
も
幾

度
と
な
く
新
た
な
候
補
地
の
検
討
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
建
築
か
ら
41
年
が
経
過
し
耐
用
年
数
は

大
幅
に
過
ぎ
、
日
々
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
故
障
･

不
具
合
は
多
発
し
て
お
り
、
い
つ
使
用
不
可
能
と
な
る
事
態

が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
処
理
は
、
住
民
生
活
と
密
接
し
た
問
題
で
あ
り
、

早
期
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
重
要
な
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
の
改
築
を
目
指
す
た
め
、
貴
議
会

の
反
対
決
議
を
白
紙
に
戻
し
た
う
え
、
現
在
の
海
部
美
化
セ

ン
タ
ー
で
の
改
築
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

      

令
和
２
年
12
月
８
日

海
陽
町
議
会
議
長
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議

会

の

う

ご

き

２
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

12
日　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

21
日　

海
部
郡
消
防
組
合
会
議
臨
時
会
（
牟
岐
町
）

26
日　

海
部
・
安
芸
議
長
会
要
望
活
動
（
高
知
市
）

　
　
　

米
軍
低
空
飛
行
訓
練
に
係
る
要
望
活
動（
広
島
市
）

５
日　

女
性
農
業
委
員
協
議
会
か
ら
の
要
望

13
日　

町
文
化
功
労
賞
表
彰
式

18
日　

郡
広
域
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
係
る
協
議
（
牟
岐
町
）

25
日　

第
６
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

７
日　

第
４
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

８
日　

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

海
部
美
化
セ
ン
タ
ー
改
築
要
望
（
牟
岐
町
）

10
日　

第
４
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
の
う
ご
き
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で

10
　
月

11
　
月

12
　
月

　海部郡３町（美波町、牟岐町、海陽町）と安芸郡７町村（東洋町、奈半利町、北川村、田野町、
安田町、馬路村、芸西村）の議長連合会では、毎年、各県交互に知事及び県議長に四国東南部
地域の道路整備の要望活動を行っております。

〇 海部郡・安芸郡議長連合会 要望活動（10月26日）

　米軍機と見られる航空機の低空飛行訓練は、日米により飛行高度の航空法を遵守する旨の合
意がされて以降も度々目撃されており、オスプレイや、最近では輸送機の目撃情報が多く寄せ
られている。住民の平穏な生活を乱すだけでなく、万が一の事故時に甚大な被害が想定され、

周辺住民に強い恐怖と不安を与えている
ことから、県民の安全・安心を確保する
ため、中国四国防衛局において、改めて
強く要請活動を行った。
※要請者　 徳島県　 那賀町議会
　　　　　 三好市　 牟岐町議会
　　　　　 那賀町　 海陽町議会
　　　　　 牟岐町
　　　　　 海陽町　

〇 米軍機と見られる航空機の低空飛行訓練に係る要請活動（10月26日）

小山副議長が参加した要請活動

      高知県議会議長に要望        高知県知事に要望
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議

案

審

議

一
般
会
計
補
正
予
算

 

小
山
議
員 

　

町
内
向
け
だ
け
で
な
く
、
世
界
初
と
い
う
こ
と

で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
町

外
、
県
外
、
全
国
へ
と
情
報
発
信
す
る
べ
き
で
な

い
か
。

 

中
野
ま
ち
・
み
ら
い
課
長 

　

世
界
初
で
あ
り
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

専
用
の
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
阿

佐
海
岸
鉄
道
も
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報

発
信
、
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
等
も
町
外
、
県
外

へ
向
け
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
小
山
議
員 

　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と

顔
出
し
パ
ネ
ル
等
は
何
箇
所
に

設
置
す
る
の
か
。
ま
た
、
ハ
ー

ド
面
・
ソ
フ
ト
面
で
、
そ
の
他
の
Ｐ
Ｒ
事
業
は

変
更
な
い
の
か
。

 

中
野
ま
ち
・
み
ら
い
課
長 

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
パ
ネ
ル
は
、庁
舎
、道
の
駅
、

文
化
村
、
ま
ぜ
の
お
か
、
商
業
施
設
な
ど
10
カ

所
ほ
ど
を
考
え
て
い
る
。
顔
出
し
パ
ネ
ル
等
は
、

具
体
的
に
中
身
を
精
査
し
な
が
ら
一
番
効
果
的

な
も
の
を
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
話

し
合
う
予
定
。
ま
た
、
阿
佐
海
岸
鉄
道
が
ソ
フ

ト
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ

り
な
ど
を
作
る
予
定
。
町
内
向
け
の
機
運
醸
成

を
一
緒
に
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｖ
機
運
醸
成
事
業
に
つ
い
て

〔
４
５
０
万
円
〕

1
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
佐
川
議
員 

　

前
回
は
１
０
０
頭
分
、
今
回

の
50
頭
追
加
で
合
計
１
５
０
頭

分
と
な
る
が
、
飼
い
主
が
い
な

い
ネ
コ
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。
今
後
も
要

望
が
あ
れ
ば
、
予
算
化
し
て
い
く
の
か
。

 

福
岡
住
民
環
境
課
長 

　

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
の
避
妊
・
去
勢
手
術
に

つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ま
ち
ね
こ
ネ
ッ
ト
」
と
情

報
連
携
を
取
り
進
め
て
い
る
。
今
現
在
、
手
術

を
必
要
と
し
て
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
が
約

１
７
０
頭
い
る
。野
良
ネ
コ
が
集
ま
る
と
こ
ろ
を
、

集
中
的
に
対
策
し
て
い
か
な
い
と
効
果
が
出
に

く
い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
も
で
き
る
だ
け
多
く
、

ま
た
早
く
、
区
域
ご
と
に
対
処
し
て
い
き
た
い
。

　
動
物
愛
護
管
理
適
正
化

　
推
進
補
助
金�

〔
50
万
円
〕

3
．

Ｑ

　
　
　
　
　
　
　
富
田
議
員 

　

二
葉
保
育
園
、
宍
喰
保
育
所

運
営
委
託
料
の
追
加
の
理
由
と

内
容
は
。

 

大
崎
福
祉
人
権
課
長 

　

運
営
費
委
託
料
の
追
加
理
由
は
、
途
中
入
所

の
増
加
と
単
価
改
正
に
よ
る
増
額
。
宍
喰
保
育

所
の
金
額
が
多
い
の
は
、
栄
養
士
の
配
置
加
算

が
あ
っ
た
た
め
運
営
費
を
追
加
し
て
い
る
。

　
保
育
園
運
営
委
託
料

〔
４
７
０
万
円
〕

2
．

Ｑ

議
案
審
議
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議

案

審

議

国
保
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
白
濵
議
員 

　

八
山
残
土
処
理
場
は
、
何
㎥

ぐ
ら
い
処
理
で
き
る
の
か
。

 

黒
木
建
設
課
長 

　

現
時
点
で
の
予
定
土
量
は
、
約
20
万
㎥
を
見

込
ん
で
い
る
。

 

白
濵
議
員 

　

商
業
高
校
跡
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
残
土
が
山
の

よ
う
に
あ
る
。
ど
う
い
う
期
間
、
ま
た
理
由
で
県

に
使
用
さ
せ
て
い
る
の
か
。

  

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
大
雨
時
に
い
わ
ゆ
る
遊

水
池
と
な
っ
て
い
た
。
川
が
氾
濫
し
た
ら
、
近
所

の
宅
地
が
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
で
き
る
だ
け

速
く
対
処
を
す
る
べ
き
。

 

黒
木
建
設
課
長 

　

県
工
事
に
よ
る
宍
喰
川
の
堆
積
砂
利
を
置
い

て
い
る
。
近
隣
住
民
に
も
了
解
を
得
て
、
八
山

残
土
処
分
場
が
で
き
次
第
、
県
が
搬
出
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　

八
山
処
分
場
は
、
今
年
度
中
に
整
備
完
了
の

予
定
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
対
応
を
急
ぐ
。

　
　
　
　
　
　
　
原
議
員 

　

医
療
費
が
年
々
増
加
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ど
う
い
う
疾
病

が
増
加
し
て
い
る
の
か
。

 

大
崎
福
祉
人
権
課
長 

　

一
番
多
い
の
は
癌
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
循
環

器
系
の
疾
患
、
そ
れ
と
精
神
障
害
の
長
期
入
院

が
主
に
医
療
費
が
掛
か
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
追
加
理
由
と
し
て
は
、
難
病
指
定
の

方
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　
残
土
処
分
場
補
償
費

〔
３
０
０
万
円
〕

　
療
養
費
等
の
増
額
に
つ
い
て

�

〔
８
７
２
１
万
円
〕

４
．

Ｑ

５
．

Ｑ

海
南
病
院
補
正
予
算

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の

機
器
購
入・シ
ス
テ
ム
改
修
に
つ
い
て

�

〔
２
１
３
万
円
〕

６
．

Ｑ
　
　
　
　
　
　
　
髙
畠
議
員 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
、

保
険
証
代
わ
り
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、
本
人
は
何
か
申
請
が

必
要
な
の
か
。

 

福
岡
住
民
環
境
課
長 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
の
機
能
を

持
た
せ
る
に
は
、本
人
の
同
意
が
い
る
。
自
分
で
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
登
録
す
る
か
、
役
場

窓
口
で
の
登
録
が
必
要
と
な
る
。
従
来
の
保
険

証
も
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
の
み
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

保
険
証
の
内
容
は
入
っ
て
い
な
い
。
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現
に
向
け
、
覚
悟
を
決
め
て

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と
考

え
る
。
児
童
手
当
の
上
乗
せ

と
し
て
、
１
人
当
た
り
８
千

円
を
中
学
卒
業
ま
で
支
給
で

き
な
い
か
。
ま
た
、
結
婚
祝

い
金
と
し
て
、
海
陽
町
に
３

年
以
上
住
ん
だ
新
婚
世
帯
に

50
万
円
を
支
給
し
て
は
ど
う

か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域

人
口
が
増
加
し
、
町
に
活
気

が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
に
寄

与
で
き
る
。
有
効
な
政
策
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

大
崎
福
祉
人
権
課
長

　

８
千
円
上
乗
せ
を
行
う

と
、
年
間
で
６
１
６
３
万
円

の
一
般
財
源
が
必
要
と
な

り
、
毎
年
の
支
出
は
困
難
で

あ
る
。
ま
た
、
結
婚
祝
い
金

が
出
る
か
ら
と
結
婚
が
増
え

る
と
は
考
え
に
く
く
、結
婚
・

出
産
・
子
育
て
が
し
や
す
い

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
。

　

国
・
県
の
施
策
に
加
え
、

町
独
自
の
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

の
助
成
を
は
じ
め
、
ベ
ビ
ー

用
品
レ
ン
タ
ル
事
業
、
体
操

服
購
入
費
助
成
、
中
学
校
卒

答答

町独自に児童手当の上乗せを

〈福祉人権課長〉 妊娠・出産・育児の施策が充実

　
　

過
去
５
年
間
で
は
、
町

の
出
生
目
標
人
数
年
間
50
人

に
一
度
も
達
成
で
き
て
い
な

い
。
県
下
の
市
町
村
で
は
独

自
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る

が
、
本
町
と
し
て
も
、
子
育

て
し
や
す
い
町
づ
く
り
の
実

問

富
田
　
　
寛 

議
員

海南保育所の子どもたち

業
祝
い
金
、
学
校
給
食
費
助

成
、
第
３
子
以
降
の
学
校
給

食
費
と
保
育
料
の
無
償
化
、

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

な
ど
、
そ
の
他
に
も
多
種
多

様
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
海
部
庁
舎
に
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
子
育
て
世
代
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
の
ね
」、
子
育

答

　
　

公
共
料
金
の
水
道
料
金

の
う
ち
、
水
道
基
本
料
金
月

１
２
０
０
円
と
メ
ー
タ
使
用
料

金
50
円
、
合
計
１
２
５
０
円

を
全
世
帯
減
額
と
す
る
。
期

間
は
今
年
度
３
カ
月
分
。
財

政
調
整
基
金
か
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
で
き
な

い
か
。

　

令
和
３
年
度
は
９
月
末
日

ま
で
の
間
、
同
様
の
減
額
と

す
る
。

〈上下水道課長〉 
 現在の会計状況では厳しい

水道料金の減額措置を
できないか

　
　

村
本
上
下
水
道
課
長

　

提
案
の
減
額
を
行
う
と
、

３
カ
月
分
で
約
２
２
０
０
万

円
の
費
用
が
掛
か
る
と
予
想

さ
れ
、
現
在
の
会
計
状
況
で

は
厳
し
い
と
考
え
る
。
財
政

調
整
基
金
か
ら
充
当
す
る
こ

と
は
、
国
の
監
査
指
導
の
中

で
も
で
き
な
い
。

　

令
和
３
年
度
分
の
減
額
に

つ
い
て
も
、
試
算
で
は
約

４
４
０
０
万
円
の
費
用
が
予

想
さ
れ
、
先
の
減
免
と
合
わ

せ
６
６
０
０
万
円
と
な
る
。

ま
た
今
後
、
大
幅
な
料
金
の

値
上
げ
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

　
　

三
浦
町
長

　

海
陽
町
は
２
割
し
か
自
主

財
源
が
な
く
潤
沢
に
資
金
の

あ
る
自
治
体
の
よ
う
に
は
い

か
な
い
の
で
、
住
民
の
不
安

解
消
を
第
一
に
考
え
、
有
効

な
施
策
に
交
付
金
を
使
っ
て

い
き
た
い
。

て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ

す
も
」
が
あ
り
、
妊
娠
期
か

ら
の
支
援
も
強
化
し
、出
産
・

育
児
を
安
心
し
て
行
え
る
よ

う
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

各
世
代
の
意
見
も
踏
ま

え
、
海
陽
町
の
未
来
を
つ
く

る
こ
れ
か
ら
の
世
代
の
た

め
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問

一

般

質

問
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浦
川
総
務
課
長

　

合
併
後
、
健
全
な
財
政
運

営
を
続
け
て
き
た
が
、
近
年

で
は
経
常
収
支
比
率
も
３
年

に
わ
た
り
上
昇
。
さ
ら
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
経
済
活
動
や
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
町
税
な
ど

大
幅
な
減
収
が
予
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
合
併
算
定
替
の

終
了
、
人
口
減
少
に
伴
う
普

通
交
付
税
の
減
額
、
特
別
会

計
や
関
係
機
関
等
の
厳
し
い

経
営
状
況
な
ど
、
財
政
運
営

を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
。

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
、
10
年
後
に
は
全
て

の
基
金
が
枯
渇
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
支
障
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

令
和
元
年
度
の
町
の
決

算
審
査
で
は
、
実
質
公
債
費

比
率
、
経
常
収
支
比
率
と
も

悪
化
傾
向
に
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
財
政
健

　
　

平
成
18
年
３
月
、「
ま

ち
の
生
き
残
り
を
か
け
た
合

併
」
が
行
わ
れ
た
。
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
り
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
、
財
政

状
況
は
劇
的
に
回
復
し
た

が
、
合
併
後
の
本
町
の
財
政

状
況
の
推
移
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
問
う
。

答

町の財政運営と
町づくり構想を問う

〈町長〉 勇往邁進、将来が見える
行政運営を行っていく

問

全
化
に
向
け
た
対
策
は
。

答　

浦
川
総
務
課
長

　

５
年
毎
の
「
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
」
を
順
次
策
定
し
て

い
る
。
来
年
度
中
に
新
た
な

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
行
財
政

改
革
の
指
針
と
し
た
い
。

　

今
回
の
計
画
策
定
で
は
、

職
員
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

10
年
間
の
財
政
収
支
見
通
し

を
立
て
て
考
え
る
。
ま
た
検

討
中
だ
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
専
門
的
分
析
、
提
言
を

盛
り
込
み
、
町
の
在
り
方
を

構
築
し
た
く
考
え
て
い
る
。

　
　

合
併
後
の
主
要
な
行
財

政
改
革
は
、
職
員
数
の
削
減

な
ど
内
部
の
経
費
削
減
に

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
の

財
政
健
全
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン

ト
は
、
様
々
な
公
共
施
設
の

あ
り
方
と
考
え
る
。
施
設
の

老
朽
化
と
そ
の
対
策
は
。

　
　

浦
川
総
務
課
長

　

今
年
度
「
公
共
施
設
個
別

計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
各

施
設
管
理
担
当
者
や
専
門
家

に
よ
る
調
査･

診
断
を
行
い
、

答

東
　
　
久
博 

議
員

更
新
や
長
寿
命
化
、
ま
た
廃

止
、
集
約
、
転
用
な
ど
の
方

針
付
け
を
し
て
い
く
。
特
に

新
築
や
大
規
模
修
繕
は
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
進
め
る
。

　
　

今
後
の
適
正
な
学
校
施

設
の
あ
り
方
と
、
学
校
規
模

と
は
。

　
　

三
浦
教
育
長

　

学
校
規
模
の
検
討
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
む
困
難

な
課
題
で
あ
る
が
、
学
校
教

育
の
目
的
や
目
標
を
よ
り
良

く
実
現
す
る
た
め
に
行
う
べ

き
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
課
題

を
検
討
し
、
か
つ
総
合
的
な

観
点
か
ら
判
断
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

声
も
参
考
に
し
、
学
校
体
制

の
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た

い
。

　
　

町
長
の
保
育
施
設
や
学

校
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　
　

三
浦
町
長

　

保
育
施
設
に
つ
い
て
は
、

海南小学校の校舎

現
状
ほ
と
ん
ど
が
会
計
年
度

任
用
職
員
と
い
う
職
場
と

な
っ
て
お
り
、
人
件
費
等
の

面
か
ら
、
民
営
化
に
移
行
し

て
い
き
た
い
。

　

今
後
、
行
革
を
進
め
て
い

く
中
で
、
逆
に
教
育
費
は
今

ま
で
以
上
に
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
を
上
げ
る
よ
う
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　

財
政
運
営
の
懸
案
と
し

て
、
海
南
病
院
・
特
養
海
南

荘
・
㈱
漁
火
・
学
校
体
制
・

庁
舎
体
制
な
ど
、
改
革
は
、

聖
域
の
な
い
待
っ
た
な
し
の

状
態
に
あ
る
。
町
長
の
行
財

政
改
革
へ
の
決
意
を
問
う
。

　
　

三
浦
町
長

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
町
の

問

問

問問

問

答

答答

答

生
き
残
り
を
懸
け

た
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
と
位
置
付
け
、

住
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
困
難
な

課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
く
。
行
革

は
ス
ピ
ー
ド
が
重

要
で
あ
り
、
施
設

の
民
営
化
や
、
既

存
事
業
の
精
査
な

ど
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を

実
践
し
、
財
政
改

革
に
つ
な
げ
た
い
。

時
に
は
厳
し
い
選

択
や
、
新
施
策
の

展
開
な
ど
も
し
な

が
ら
、
勇
往
邁
進
、

将
来
が
見
え
る
行

政
運
営
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

一

般

質

問
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一

般

質

問

　
　

Ｄ
Ｍ
Ｖ
運
行
に
お
い

て
、
阿
波
海
南
駅
は
バ
ス
か

ら
鉄
道
へ
の
モ
ー
ド
チ
ェ
ン

ジ
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
の

乗
り
継
ぎ
場
所
に
も
な
る
。

鉄
道
フ
ァ
ン
が
多
く
訪
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

海
南
駅
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
周
辺
整
備
が
必
要
だ

と
思
う
が
、
駐
車
場
の
整
備

も
含
め
い
か
が
お
考
え
か
。

　
　

中
野
ま
ち
・
み
ら
い
課
長

ドローンの活用を
考えているか

〈危機管理課長〉  
活 用 を 進 め て い く

〈地域包括ケア推進課長〉 機器を利用しな
がら、関係機関と連絡を密にする

〈まち・みらい課長〉 
本格運行に向け進めていく

　
　

高
齢
者
が
増
加
す
る

中
、
見
守
り
が
大
切
で
は
な

い
か
と
思
う
。
認
知
症
の
方

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
徘
徊
探
知
シ
ス
テ

ム
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
る

が
、ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。

認
知
症
の
方
は
装
置
の
携
帯

　
　

今
や
ド
ロ
ー
ン
は
美
し

い
映
像
を
撮
影
す
る
だ
け
で

な
く
、
荷
物
を
運
ん
だ
り
、

遭
難
し
た
人
を
捜
索
す
る
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
。
本
町
で
は
、ド
ロ
ー

ン
講
習
を
受
け
操
作
で
き
る

職
員
は
い
る
の
か
。
ま
た
、

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
活
用
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

認知症の見守り対策は

海南駅周辺の
整備をどうするのか

佐
川
　
富
美 

議
員

答

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
地

元
高
校
生
と
の
協
働
に
よ
る

鉄
道
の
利
用
促
進
事
業
に
よ

り
、
海
南
駅
前
交
流
館
の
魅

力
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

海
南
駅
の
駐
車
場
は
用
意

で
き
て
い
な
い
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ

出
発
地
で
あ
る
文
化
村
に
駐

車
の
う
え
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
を
利
用

い
た
だ
く
。
な
お
、
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
確
保
に
向
け

検
討
は
行
っ
て
い
く
。

が
難
し
く
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
徘
徊
探

知
シ
ス
テ
ム
だ
け
で
は
不
十

分
で
な
い
か
。

　

現
在
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
町

営
バ
ス
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
が
付
い
て
お
り
、
見
守

り
方
法
の
一
つ
だ
と
思
う
。

在
宅
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家

族
も
安
心
で
き
る
よ
う
、
他

に
手
段
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

長
江
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
課
長

　

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
を
外
出
中
に
携
帯
し
て
も

ら
い
、
家
族
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
で
位
置
情
報
を
検

索
、
居
場
所
を
確
認
で
き
る

も
の
。
認
知
症
の
方
に
、
常

に
携
行
し
て
も
ら
う
に
は
限

界
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
小
中
学
校
や

町
職
員
、各
職
場
向
け
に
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
開
催
し
、
町
内
で
の

見
守
り
体
制
の
充
実
に
努
め

答

問

問

問

　

今
後
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦

や
法
律
な
ど
の
講
習
会
を
開

く
予
定
は
あ
る
の
か
。

　
　

奥
原
危
機
管
理
課
長

　

現
在
、
本
町
で
は
ド
ロ
ー

ン
を
３
機
所
有
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
用
を
し
て
お

り
、
昨
年
、
行
方
不
明
者
の

捜
索
に
も
活
用
し
た
。
今
年

度
、
職
員
２
名
分
の
講
習
費

を
予
算
化
し
て
お
り
、
今
後

は
、
災
害
現
場
で
の
活
用
を

見
据
え
、
消
防
団
員
へ
の
習

得
や
、
一
次
産
業
面
で
の
活

用
も
考
え
、
先
進
事
例
の
調

査
・
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

答

    ＤＭＶモードチェンジ工事中の「海南駅」

て
い
る
。
ま
た
町
内
事
業
所

65
カ
所
と
提
携
し
、
見
守
り

事
業
を
実
施
。
社
会
福
祉
協

議
会
、
民
生
委
員
、
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関

と
も
連
絡
を
密
に
し
て
い
る
。

　

海
南
駅
に

つ
い
て
は
、

阿
佐
海
岸
鉄

道
が
、
周
辺

の
環
境
整

備
を
行
う
。

モ
ー
ド
・

チ
ェ
ン
ジ
の

瞬
間
が
間
近

で
撮
影
で
き

る
よ
う
整
備

を
行
い
、
駅

構
内
の
案
内

表
示
や
多
言

語
化
へ
の
対

応
な
ど
を
実

施
す
る
。
町

も
観
光
案
内

板
を
新
設
す
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一

般

質

問

　
　

ま
も
な
く
Ｄ
Ｍ
Ｖ
が
運

行
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

出
発
駅
の
海
南
駅
は
以
前
か

ら
工
事
を
し
て
い
る
が
、
海

部
駅
は
今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
。
今
で
は
時
刻
表
も
標

示
し
て
い
な
い
。
旧
海
部
町

に
お
い
て
は
表
玄
関
で
あ
っ

た
が
、今
後
の
改
修
計
画
は
。

　
　

戎
谷
商
工
観
光
課
長

　

海
部
駅
の
手
す
り
や
屋
根

骨
組
み
の
内
側
部
分
に
つ
い
て

空地の雑草駆除は

〈管財課長〉  
町有地は管理に努める

〈危機管理課長〉 
個別計画の策定を進める

〈商工観光課長〉 ＤＭＶの運行
に合わせ対応していく

　
　

防
災
対
策
で
高
齢
者
、

障
害
者
及
び
弱
者
の
方
々
の

避
難
に
つ
い
て
、
高
齢
化
が

非
常
に
進
ん
で
き
て
お
り
、

75
歳
以
上
の
方
の
避
難
や
、

体
調
の
悪
い
方
の
支
援
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
。
今
後
、

　
　

最
近
、
空
地
・
遊
休
地

等
に
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
が
多
く
生
え
、
体
調
に
被

害
が
出
て
き
て
い
る
が
、
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
町

有
地
で
も
多
く
繁
殖
し
て
い

る
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
民
有
地
で
は
、
ど
の

よ
う
に
対
策
を
し
て
い
る
の

か
。

　
　

中
内
管
財
課
長

　

現
在
、
町
所
有
の
空
き
地・

遊
休
地
で
、
草
刈
等
の
管
理

を
し
て
い
る
所
は
21
カ
所
。

草
刈
を
年
１
回
か
ら
２
回
、

高齢者等の避難対策を

海部駅は今後
どうしていくのか

答

塗
装
す
る
な
ど
、
必
要
な
修

理
も
行
わ
れ
て
い
る
。
海
部
駅

の
待
合
所
は
、
観
光
振
興
に

関
す
る
施
設
の
た
め
、「
あ
ま

べ
の
杜
」
が
使
用
し
な
が
ら
管

理
を
行
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｖ
の

運
行
を
見
据
え
、
阿
佐
海
岸

鉄
道
の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、

施
設
の
有
効
な
活
用
に
向
け
、

必
要
な
修
繕
と
時
刻
表
の
設

置
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
つ
い

て
も
、
あ
ま
べ
の
杜
と
も
協
議

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

逃
げ
ら
れ
な
い
人
が
増
え
て

く
る
と
思
う
が
、
命
を
守
る

行
動
に
対
し
て
、
町
と
し
て

準
備
は
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

個
別
計
画
が
で
き
る
と
の
事

だ
が
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

　
　

奥
原
危
機
管
理
課
長

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

備
え
、
事
前
復
興
計
画
の
策

定
や
津
波
避
難
計
画
の
改
訂

を
進
め
て
い
る
。
福
祉
部
門
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
な
ど
と
協
力
し
、
支
援
者

名
簿
を
作
成
、
個
々
に
避
難

ル
ー
ト
や
避
難
場
所
、
支
援

者
の
名
前
を
明
記
す
る
個
別

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
し

か
し
、
支
援
者
の
方
が
い
な

い
等
の
理
由
で
、
全
員
の
個

別
計
画
を
作
成
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続

き
、
策
定
完
了
を
目
指
し
、

要
支
援
者
や
家
族
の
皆
さ
ん

と
調
整
を
進
め
る
。

答

問

問

問

叶
岡
　
　
徹 

議
員

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
住
民
の
方
や
隣
接
地
の
方

が
、
綺
麗
に
管
理
し
て
い
る

所
も
あ
る
。
特
に
民
家
周
辺

な
ど
は
、
さ
ら
に
も
う
一
回

草
刈
を
追
加
す
る
な
ど
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　

福
岡
住
民
環
境
課
長

　

個
人
所
有
の
土
地
は
、
個

人
の
責
任
に
お
い
て
管
理
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
住

民
の
方
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た

時
は
、
所
有
者
に
文
書
で
連

絡
し
、
対
応
を
お
願
い
し
て

い
る
。

答

現在の海部駅（１階は「あまべの杜」が管理）

答



ん 広場の広場の

なみ

谷岡　  守さん
満97歳

（大正12.10.15生）
鞆浦字東町

海陽町議会だより　vol.59

軍隊時代、台湾の航空隊で飛行訓練。
病気をしなければ特攻隊に行っていたかも。

・人生の思い出は？

自分のことは自分でできる。

４世代で一緒に住み、ひ孫が
やさしい。

90歳まで現役の漁師だった。

毎日、晩酌をする。

・元気の秘訣は？

法華寺山門をバックに　令和3年1月25日

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
流
行
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
に
よ

り
、
世
界
中
が
多
く
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
は
、
目
の
前
の
こ
と
と
未
来
を

し
っ
か
り
見
据
え
、
慎
重
な
判
断
と
配
慮
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
し
ょ
う
。

　
議
会
広
報
で
、
審
議
内
容
を
詳
細
に
お
伝

え
す
る
の
は
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
十
分
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
内
容

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
情

報
発
信
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
充
実
し
た

年
に
な
る
よ
う
、
編
集
委
員
一
同
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
東
）

遊遊ＮＡＳＡのサザンカ

・日常生活は？


